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麟欝ミ） 
難叡 あ

り
だ
か
く
奪
り
き
し
た
 

麟プ1
《 

点
 師

走
は
何
か
と
慌
し
い
。
 

お
金
も
大
き
く
動
き
出
す
。
 

つ
い
つ
い
自
分
の
借
金
を
 

忘
れ
て
使
う
方
に
目
が
向
 

い
て
し
ま
う
。
予
定
を
立
 

て
な
け
れ
ば
借
金
は
返
せ
 

な
い
も
の
で
あ
る
。
お
金
 

は
決
し
て
嘘
を
つ
か
な
い
。
 

無
理
を
す
れ
ば
必
ず
後
で
 

そ
の
 
「
つ
け
」
 
が
回
っ
て
 

く
る
。
今
や
カ
ー
ド
の
時
代
、
誰
も
が
 

何
が
し
か
の
借
金
を
し
て
い
る
。
忘
年
 

会
の
前
に
先
ず
は
借
金
の
整
理
か
ら
▼
 

い
や
い
や
、
人
ご
と
で
は
な
い
。
赤
池
 

町
は
、
こ
の
十
二
月
定
例
議
会
で
再
建
 

団
体
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
約
 

二
十
七
億
円
の
赤
字
の
解
消
と
七
十
一
 

億
円
に
上
る
借
金
を
減
ら
す
た
め
後
に
 

は
引
け
な
い
の
で
あ
る
。
職
員
を
減
ら
 

し
、
人
件
費
を
抑
え
、
住
民
負
担
を
増
 

や
す
と
言
う
の
が
再
建
の
常
道
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
焼
け
石
に
水
 

で
あ
る
。
税
金
を
上
げ
て
も
納
め
な
い
 

人
が
増
え
た
の
で
は
何
の
意
味
も
な
い
 

の
で
あ
る
。
先
ず
は
滞
納
を
な
く
す
こ
 

と
が
先
決
で
あ
る
▼
滞
納
を
な
く
す
先
 

進
的
な
取
組
み
が
金
田
町
や
川
崎
町
 

で
行
わ
れ
て
い
る
。
 
職
員
の
 
「
や
る
 

気
」
 
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
再
建
団
体
 

を
傘
に
 
「
再
建
団
体
だ
か
ら
何
も
出
 

来
ま
せ
ん
」
と
十
年
間
言
い
通
す
の
と
 

「
再
建
団
体
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
事
を
探
 

し
出
し
て
と
こ
と
ん
や
る
」
 
の
と
で
は
 

随
分
と
開
き
が
出
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
 

十
二
月
は
、
納
税
強
調
月
間
い
つ
も
の
 

年
に
な
い
成
果
が
上
が
っ
て
欲
し
い
。
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が甑尋械α帥y 

「子どもの歌」 コンクールのこどもの部で 

最優秀賞に選ばれた佐藤理江さん（赤池NT) 

作りたてのとうふ おいしかったね 

誘致企業の星高さん 

曳 

妙手あり．ク 囲碁大会 

きれいなお人形 文化祭の展示より 

『事 ●~ ” 

Lこ~；ミミ「叡まi婆津議 

いい歌.(,'(、町・いい自然 手づくりミュージカル「赤池の里に朝がきた」のよい子たち 

‘鵬gぬ，●臨,繊~“ J 一 

’カモメの水兵さん’コンクール発表会 いい歌ありがとう。 

50 年ぶりに復活した草場地区の「願成就」踊り 

'91 童謡まつりIn赤池 ノ ，‘臓 

J‘ ■血，, 

「お茶おいしい」 「わからん」 

（文化祭の野だてで） 
ことしの童謡まつりいかがで 

したか。 

もう前置きは何もしません。 

盛り上がったイベントの足跡を、 

じっくり見てください。 

真剣なまなざし。ふるさとフェアーのハッピー抽選会 

これが笑わずにいられますか 桂文珍 講演会にて 

本番も近い。男前に頼むよ 

日舞の社中のみなさん。踊りをありがとう 

「 
う
ら
方
さ
ん
 
ご
苦
労
さ
ま
o

い
っ
ぱ
い
い
か
が
」
 

ビ
ー
ル
よ
り
写
真
が
気
に
な
り
ま
す
o
 
ハ
イ
パ
チ
リ
 

「
子
ど
も
は
4

輪
駆
動
の
自
動
車
 

の
よ
う
に
…
…
」
 
と
文
珍
さ
ん
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人

権

尊

重

月

間

 
12
 

月
4

日
5
 13 

日
 

12
 

月
4
日
か
ら
 13 

日
ま
で
は
人
権
旬
間
で
す
。
人
 

権
旬
間
は
、
国
連
が
「
世
界
人
権
官
喜
ご
 
を
採
択
し
 

た
 12 

月
 10 

日
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

「
人
権
」
 

何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
わ
た
し
た
 

ち
の
宝
で
す
。
 

で
も
そ
の
尊
さ
は
「
空
気
の
大
切
さ
」
 
と
同
じ
よ
 

う
に
、
い
つ
も
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
侵
さ
れ
や
す
い
も
 

の
で
す
。
 

期
間
中
の
主
な
啓
発
行
事
 

一

 

人
権
パ
レ
ー
ド
 

o
日
時
 

12 

月
4

日

困

午

前

 10
 

時
 

同
和
教
育
推
進
協
議
会
に
参
加
し
て
 

い
る
各
種
団
体
代
表
の
み
な
さ
ん
に
 

よ
り
、
上
野
・
市
場
・
赤
池
・
中
尾
 

の
4

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
、
 

車
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
 
「
人
権
」
 
の
尊
さ
と
、
 

旬
間
中
の
行
事
へ
の
参
加
を
呼
び
か
 

け
る
も
の
で
す
。
 

広
報
車
を
先
頭
に
、
乗
用
車
・
軽
 

ト
ラ
ッ
ク
で
編
成
し
ア
ピ
ー
ル
を
行
 

な
い
ま
す
。
 

'(5) 

学ぷ意欲をどう育てるのか 

市場小学校では、平成2年度より3 

年間福岡県教育委員会の指定を受け、 

「学ぶ意欲を育てる指導法の研究」 

について実践がされています。 

今年は、中間発表として11月13日に 

発表会があり、公開授業や、講演会 

などありました。 

「メーン」「ドー」 
一少年剣道大会がんばりました― 

11月10日第18回赤池町長旗、議長 

杯争奪の赤池町少年剣道大会が、赤 

池中学校の体育館で開催されました。 

筑豊地区より、小・中学生54チームの 

剣士が参加し、熱戦を展開しました。 

赤池の成績は次のとおりです。（敬称略） 

中学団体の部 3位 

中学女子の部高林真由美 3 位 

小学o年の部浦田兼一郎 優勝 

川端一成 準優勝 

中尾和博 3位 

内田光裕 3位 

健康は自らつくるもの 

11月15日と16日に、赤池町住民福 

祉講座が開催され、延べ361人の参加 

があり好評でした。 

講座は、講演会を聞いたり、実技指 

導、パネルディスカッションなどが 

あり、高齢化社会の中での健康づく 

りを学びました。 

賞を独占 
一伝統的工芸品、図画コンクールー 

第8回伝統的工芸品月間九州大会で、曹難（ 

福岡県知事賞に田中雄一くん（左、’"‘」鴛‘'''' 

市場小0年、生力N・T）と九州協議会、 

会長賞に石田幸二くん（右、市場小5 三 

年、緑ケ丘N・T）が選ばれました。2g , 

人は同じクラスで家も近所だそうで 

す。すごいですね 

社
会
生
活
の
な
か
で
、
自
己
中
心
の
生
き
方
だ
け
 

で
は
、
人
権
は
尊
重
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

そ
の
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
や
る
こ
と
が
、
人
権
 

の
尊
重
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

期
間
中
は
「
人
権
」
に
ち
な
ん
だ
催
し
な
ど
が
開
 

催
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
も
う
一
度
「
人
権
」
 
に
つ
 

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

見
る
も
走
る
も
参
加
 

一
人
権
駅
伝
大
会
 

o
日
時
 
12 

月
8

日
同
午
前
9
時
 

o
場
所
 
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

こ
の
 
「
人
権
」
 
駅
伝
大
会
は
、
今
 

年
で
5
回
目
を
迎
え
ま
す
が
駅
伝
大
 

会
の
前
に
2
文
字
が
つ
い
て
い
ま
す
。
 

こ
の
2

文
字
の
意
義
を
理
解
し
、
 

全
町
挙
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
 

が
幼
い
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
一
本
 

の
タ
ス
キ
に
全
力
を
投
入
し
、
励
ま
 

し
あ
い
、
助
け
合
い
、
そ
し
て
 
「走 

る
人
」
 

「
声
援
す
る
人
」
 
が
心
を
ー
 

つ
に
し
て
、
町
内
を
走
り
ま
す
。
 

熱
く
燃
や
そ
う
人
権
の
タ
ス
キ
 

一 
人
権
相
談
 

o
日
時
 

12 

月
 10 

日

因

 

午
前
9
時
5
午
後
3
時
 

o
場
所
 
町
民
会
館
2
階
会
議
室
 

o
相
談
員
 
本
町
人
権
擁
護
委
員
 

田
川
法
務
局
職
員
 

☆
相
談
内
容
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
 

以
上
の
外
に
、
町
同
推
協
で
は
多
 

く
の
取
り
組
み
を
行
な
い
、
み
な
さ
 

ん
に
今
一
度
人
権
（
女
性
・
高
齢
者
・
 

人
種
・
子
ど
も
・
身
障
者
問
題
な
ど
）
 

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
住
み
 

よ
い
町
づ
く
り
（
人
づ
く
り
）
を
行
な
っ
 

て
い
き
ま
す
。
 

象
釦
軒
偏
 

ク
『
m
こ一 

き
西
n
A
，
ノ
、
．
 

（
馬
ノ
議
‘
A
、
診
（
,
 

り
熟
叫
総
姦
 

イ ハオ 

ー中国語講座へどうぞ― 

国際化が進む中、町民ネットワー 

ク事業の一環として中国語講座がは 

じまりました。激動する国際社会。 

これからはアジアの時代ともいわれ 

ています。あなたも学んでみてはい 

かがですか。 

おわってみれば 
246 t 183 

ソフトボール連盟主催の24時間マ 

ラソンソフトが11月2日の10時から3 

日の10時まで行われました。 

スタートは町議会の議員対女子ソ 

フトチームにはじまり、小学生、中 

学生など513人のみなさんが参加し、 

無事終わりました。おつかれさま。 

尊重月間行事 ー
 事

 
一丁 時

 
日
 

場 所 ・ 方 法 

児童生徒の活動 中
 

相
則
 

旬
 

児童生徒によるポスター・作文の作成 

教育活動を通して人権学習のー環とします。 

★ポスター→町内10ケ所及び企業・商店公共施 

設等に展示 

★作 文→年間を通して広報紙に掲載 

地区公民館・職場に 

人権ポスターを募集 
12月3日閃 地域・職域の仲間がお互いに協力し作成 

啓発映画上映と 

人権を考える 

11月12日困 

午後7時30分開会 

同 推 協 幹 事 

12月13日働 

午後7時30分開会 
地区公民館関係者 

行政職員研修会 11月29日働 
午後5時30分開会 

町 職 員 
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「久し振りねー丁どうしよった？」 ホットな会話がはずむ成人式。 

教育委員会では新成人のみなさんをおまちしています。 

●と き 平成4年1月3日（金）午前1 0 時より 

●ところ 赤池町民会館 

．●該当者 昭和46年4月2日～昭和47年4月1日 生まれた人。 

／ 囲碁同好会だより × 

※10月27日に金田町総合会館 

にて、田川郡の大会が行わ 

れ赤池町は準優勝しました。 

れ月3日文化祭囲碁大会（優勝者） 

Aノぐート 中村三郎さん（岩屋組） 

Bパート 縄田一郎さん（市 場） 

Cパート 馬場義雄さん（西 町） 

Iンfート 大迫 博さん（貴 船） 

*11月例会優勝者 

A パート 桑野 勝さん（暁 町） 

Bパート 縄田一郎さん（市 場） 

O ぐート 太田清隆さん（上野里） 

*12月例会及び勉強会日程 

月例会 8日（U) 9時30分～17時 

勉強会 14日田・21日田 

13時～17時 

多数の参加をお待ちしております 

囲碁同好会 縄田会長より 

× ノ 

回民園 金 

儀教室 

赤池町立病院副院長 

魔瀬憲治先生 

今
回
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
つ
，
つ
 

き
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
一
時
話
題
 

に
な
っ
た
B
型
肝
炎
に
つ
い
て
お
話
し
 

ま
す
。
 

2
、
B
型
肝
炎
 

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
つ
て
起
 

こ
り
ま
す
。
こ
の
感
染
に
は
、
 
一
過
性
 

感
染
と
持
続
感
染
の
ふ
た
通
り
が
あ
り
 

ま
す
。
一
過
性
感
染
で
急
性
肝
炎
や
劇
 

症
肝
炎
を
お
こ
し
ま
す
が
、
問
題
な
の
 

は
持
続
感
染
で
キ
ャ
リ
ァ
（
保
因
者
）
や
 

慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
ガ
ン
で
す
。
 

●
B
型
急
性
肝
炎
 
（
一
過
性
感
染
）
 

こ
の
病
気
は
、
ま
っ
た
く
ウ
イ
ル
ス
 

の
い
な
い
人
に
、
輸
血
や
、
注
射
針
や
 

傷
ロ
か
ら
血
液
中
の
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
 

入
っ
て
感
染
す
る
た
め
、
以
前
は
、
血
 

清
肝
炎
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
 

●
ど
ん
な
人
が
か
か
る
の
か
 

昔
は
、
よ
く
輸
血
を
受
け
た
後
で
肝
 

炎
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
輸
 

血
血
液
を
調
べ
、
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
 

の
い
な
い
血
液
の
み
を
使
用
す
る
よ
う
 

に
な
り
、
輸
血
に
よ
る
B

型
肝
炎
は
激
 

減
し
ま
し
た
。
 

特

設

人

権

相

談

所

 

法
務
局
職
員
と
地
元
人
権
擁
護
委
員
 

に
よ
る
「
特
設
人
権
相
談
所
」
 
を
開
設
 

し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
困
っ
て
 

い
る
人
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

相
談
は
無
料
で
す
0
 

●
と
 

き
 
12 

月
 17 

日
因
 
10 

時
 30 

分
、
 

15
 

時
 30 

分
ま
で
 

●
と
こ
ろ
 
赤
池
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

療

育

手

帳

の

書

換

え

に

つ

い

て

 

こ
の
度
、
精
神
薄
弱
者
（
児
）
に
対
す
 

る
旅
客
運
賃
の
割
引
制
度
が
、
 
12 

月
ー
 

日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
 

し
か
し
、
あ
い
か
わ
ら
ず
B
型
急
性
 

肝
炎
に
な
る
人
は
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
 

性
行
為
に
関
係
し
た
感
染
や
、
医
療
事
 

故
に
よ
る
感
染
、
そ
し
て
キ
ャ
リ
ア
か
 

ら
の
発
症
で
す
。
 

●
か
か
る
と
ど
う
な
る
の
か
 

は
じ
め
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
や
じ
ん
 

麻
疹
な
ど
が
現
れ
、
そ
の
後
、
か
ら
だ
 

が
き
つ
い
、
食
欲
が
な
い
、
吐
き
気
、
 

唱
吐
、
黄
痘
な
ど
の
急
性
肝
炎
症
状
が
 

現
れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
A

型
肝
炎
ほ
ど
症
状
は
急
 

激
に
は
現
わ
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
す
べ
て
の
人
に
肝
炎
症
状
が
 

お
こ
る
と
も
か
き
ら
ず
、
多
く
の
人
が
 

無
症
状
で
黄
痕
も
な
く
過
ご
し
て
し
ま
 

い
、
こ
れ
を
不
顕
性
感
染
と
呼
ん
で
い
 

ま
す
。
 

な
っ
た
B
型
劇
症
肝
炎
で
す
が
、
劇
症
 

化
す
る
の
は
急
性
肝
炎
の
約
2

％
と
言
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

●
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ
ァ
（
持
 

続
感
染
）
 

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
持
続
感
染
し
 

て
い
る
人
を
キ
ャ
リ
ア
と
呼
び
ま
す
。
 

●
キ
ャ
リ
ア
と
は
 

キ
ャ
リ
ア
と
い
う
の
は
、
あ
る
人
が
 

い
っ
た
ん
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
る
と
、
 

そ
の
後
長
い
期
間
ウ
イ
ル
ス
が
そ
の
人
 

の
肝
臓
と
血
液
の
中
に
い
す
わ
っ
て
し
 

ま
う
状
態
で
す
。
 

●
ど
ん
な
人
が
キ
ャ
リ
ア
に
な
る
の
か
 

キ
ャ
リ
ア
に
な
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
 

赤
ん
坊
や
乳
幼
児
で
、
B
型
肝
炎
ウ
イ
 

ル
ス
を
も
っ
て
い
る
母
親
（
キ
ャ
リ
ア
 

で
あ
る
母
親
）
か
ら
う
つ
る
こ
と
が
圧
 

B
型
肝
炎
に
つ
い
て
 

ー

肝

臓

病

教

室

 4

ー
 

子
供
で
は
、
顔
や
手
足
に
発
疹
が
現
 

わ
れ
た
り
、
脇
の
下
や
リ
ン
パ
筋
の
ぐ
 

り
ぐ
り
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
 

多
く
は
黄
痕
が
出
ず
、
キ
ャ
リ
ア
に
な
っ
 

て
し
ま
い
ま
す
。
 

普
通
B
型
急
性
肝
炎
は
慢
性
化
し
ま
 

せ
ん
し
、
い
っ
た
ん
か
か
る
と
二
度
と
 

か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
キ
ャ
 

リ
ア
か
ら
の
肝
炎
は
慢
性
化
す
る
こ
と
 

が
あ
り
ま
す
。
 

●
B
型
劇
症
肝
炎
 

以
前
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
で
話
題
と
 

は
、
現
在
お
持
ち
の
手
帳
の
書
換
え
が
 

必
要
で
す
。
ま
だ
手
続
き
が
す
ん
で
い
 

な
い
人
は
、
役
場
福
祉
係
ま
た
は
田
川
 

福
祉
事
務
所
（
谷
 44 

1
8
1
1
1

）へ 

手
帳
・
印
鑑
・
写
真
1
枚
（
3
m

×
4

) 

を
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑥
順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
 10 

月
 22 

日
ー
 11 

月
 20 

日
 

【
香
典
返
し
】
o

山
本
米
市
（
稲
荷
町
）
 

o
加
治
紀
男
（
本
町
）
o

前
田
カ
ズ
ェ
 

（
北
町
）
o

湯
村
和
之
（
板
屋
団
地
）
以
上
 

四
件
十
四
万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
o

赤
池
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
 

名
廿
七
千
円
o

九
光
石
油
廿
五
千
円
o
 

赤
池
町
産
業
振
興
課
廿
一
万
五
千
三
百
 

五
十
円
（
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
ー
だ
ご
汁
 

売
上
げ
金
）
o

匿
名
の
方
四
件
廿
四
千
円
 

【
特
別
賛
助
会
員
】
 

（
企
業
、
法
人
一
 

口
廿
一
万
円
）
o

赤
池
町
建
設
業
組
合
廿
 

廿
五
十
ロ
 

【
賛
助
会
員
】
 

（
個
人
、
 

一
般
一
口
H
 

倒
的
に
多
い
の
で
す
。
 

日
本
で
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
約
二
百
万
 

人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
 

現
在
、
国
を
あ
げ
て
B
型
肝
炎
予
防
に
 

取
り
組
ん
で
お
り
、
と
く
に
B
型
肝
炎
 

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
な
ど
に
よ
り
母
 

児
間
感
染
予
防
や
医
療
従
事
者
へ
の
感
 

染
予
防
が
行
な
わ
れ
、
将
来
日
本
で
は
 

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
キ
ャ
リ
ア
と
、
 

こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肝
臓
病
は
激
減
 

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

千
円
）
o

松
尾
俊
利
廿
一
ロ
o

森
千
代
子
 

廿
十
ロ
o

沢
永
孝
美
廿
一
ロ
o

早
川
清
 

海
廿
三
ロ
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

福
祉
バ
 
ス
内
 

「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
 
廿
」
ハ
万
八
千
八
 

百
五
十
六
円
 

× 

11月福祉センターの行事 
一 ― 

。休館日 2日、9日、15日、16日、23日 
（年末年始休館 12月29日～翌年1月4日まで） 

。心配ごと相談日 7日出、17日因 

（午前10時30分より午後3時30分まで） 
。健康相談日 10日閃午前10時30分より午後2時まで 
。仏教講演会 13日園午前11時より 
。福祉バス運行 年末年始運休 12月29日～1月3日まで 

(12月25日より1月7日までは日祭日と同じ運行時間 
となります。お間違えのないように。） 

。演芸 入館者の方へ自由に舞台を提供しています。 

※ゲートボール場も自由にご利用下さい。（道具も準備しています）ノ 

経済的に困ったときは 

免除制度をご利用下さい
の保健婦だよL)O 

健
康
づ
く
り
に
活
か
そ
う
 

健
康
診
査
の
結
果
／
 

今
年
は
5
，
回
健
康
診
査
 

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
皆
 

さ
ん
利
用
さ
れ
た
で
し
ょ
 

う
か
。
結
果
は
健
康
相
談
 

日
に
来
ら
れ
た
方
に
対
し
 

て
は
医
師
、
栄
養
士
、
保
 

健
婦
に
よ
る
保
健
指
導
を
 

し
て
い
ま
す
が
、
機
会
を
 

逃
し
た
方
に
つ
い
て
は
郵
 

送
し
い
て
ま
す
の
で
、
わ
か
 

ら
な
い
こ
と
や
相
談
が
あ
れ
 

ば
、
い
つ
で
も
御
連
絡
下
さ
 

い。 健
康
診
査
の
役
割
は
、
成
 

人
病
を
は
じ
め
と
す
る
病
気
 

を
早
期
に
発
見
し
、
ま
た
各
 

自
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
 
ッ
ク
 

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 

健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
 

は
こ
の
診
査
結
果
の
意
味
を
 

十
分
に
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
 

の
日
常
生
活
の
な
か
に
活
か
 

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
 
つ
ま
 

り
診
査
を
受
け
っ
ぱ
な
し
で
は
意
味
が
 

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

「
要
指
導
」
 

「
要
医
療
」
と
い
う
こ
と
で
異
常
を
指
摘
 

さ
れ
て
も
、
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
い
か
 

ら
と
放
置
し
て
お
く
と
、
い
つ
の
ま
に
 

か
手
に
お
え
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
 

う
と
い
う
こ
と
も
決
し
て
ま
れ
な
こ
と
 

、 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
回
は
 

「
異
常
な
し
」
と
い
わ
れ
て
す
っ
か
り
安
 

心
し
て
し
ま
い
、
診
査
を
受
け
な
く
な
 

つ
て
し
ま
う
人
や
、
油
断
し
て
、
不
規
 

則
・
不
摂
生
な
生
活
を
続
け
て
い
る
人
に
 

は
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
が
 

。 

大
切
な
こ
と
は
、
毎
年
受
診
さ
れ
て
 

い
る
方
は
、
健
康
手
帳
に
記
入
し
て
い
 

る
診
査
結
果
を
昨
年
と
比
べ
て
今
年
は
 

ノ
ー
 

、
 

、
 

前
回
、
前
々
回
、
と
継
続
的
 

ど
う
数
値
が
変
化
し
て
い
る
 

か
。
少
し
づ
つ
高
い
値
に
な
っ
 

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
 

に
見
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
初
め
て
受
診
さ
れ
た
 

方
は
、
自
分
の
健
康
状
態
を
 

把
握
し
て
、
生
活
習
慣
を
改
 

善
し
て
い
く
指
標
に
し
ま
し
ょ
 

・つ。 診
査
の
結
果
を
ど
う
活
か
 

す
か
は
自
分
自
身
の
意
志
に
 

か
か
っ
て
い
ま
す
。
 

か
り
に
病
気
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、
 

早
期
治
療
が
で
き
れ
ば
、
何
も
こ
わ
が
 

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

あ
と
は
、
い
か
に
食
生
活
の
改
善
や
、
 

運
動
不
足
の
解
消
な
ど
、
自
分
の
か
ら
 

だ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
か
に
か
 

か
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
、
ど
う
し
て
も
国
民
年
 

金
の
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
免
除
制
度
 

を
ご
利
用
下
さ
い
。
免
除
制
度
に
は
法
定
免
除
と
申
 

請
免
除
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
 

〈
法
定
免
除
〉
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
に
は
、
保
険
料
が
 

免
除
さ
れ
ま
す
。
 

●
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
と
 

き。 

●
障
害
基
礎
年
金
や
被
用
者
年
金
の
障
害
年
金
（
一
 

級
・
一
一
級
）
な
ど
を
受
け
て
い
る
と
き
。
 

〈
申
請
免
除
〉
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
よ
う
な
場
合
で
、
県
 

知
事
に
申
請
し
て
承
認
を
受
け
れ
ば
、
免
除
さ
れ
ま
 

す。 
●
所
得
が
な
い
と
き
。
 

●
被
保
険
者
本
人
や
家
族
が
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
 

生
活
扶
助
以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
と
き
。
 

●
地
方
税
法
に
定
め
る
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
、
年
 

間
の
所
得
が
百
二
十
五
万
円
以
下
の
と
き
。
 

●
そ
の
他
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
理
由
 

が
あ
る
と
き
。
 

〈
追
納
も
で
き
ま
す
〉
 

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、
納
め
 

た
期
間
の
三
分
の
ー
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
十
年
 

以
内
な
ら
追
納
も
で
き
ま
す
の
で
、
生
活
に
余
裕
が
 

で
き
た
ら
後
か
ら
で
も
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

詳
し
い
こ
と
は
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 



ミ・し尿収集は…

⑥ゴミ収集 

12月31日（火）から1月3日圏の収集は休みです。 

したがって次のとおり変更になります。 

※燃えるゴミ 

12月器器器12月28日は）に変更 
1月娼器器12月29日（日）に変更 
1月3日岡の地区…12月30日（月）に変更 

※燃えないゴミ 変更なし 

⑥し尿処理 

12月31日（火）から1月3日岡まで休みです。 

※年末は混みますので、早目に処理されるよう 

お願いします。 

・尚12月29日（日）は平常どおりです。但し12月30日（月） 

は午前中までです。 

正月休みや日曜・祝日の 

救急診療は

＊救急センターの年末年始の診療は、緊急の場合 

のみご利用下さい。 

（保健証を忘れないように） 

診療 日 12月31日～1月3日 

昼
 

受付時間 
9 : 00' ' 11: 30 
13 : 00 ' 16 :30 

診療科目 内科・小児科・外科 

夜
 

受付時間 18 : 00 '- 22 : 30 

診療科目 内 科・小児科 

検 

診 
. 

圏
一
般
健
康
診
査
 

4
日
困
町
民
会
館
（
 40
 

才
以
上
の
人
）
 

13 

時
 30 

分
ー
 15 

時
 

圏
健
康
相
談
 

6
日
岡
町
民
会
館
 

へ 11
 

月
 13
 

日
に
）
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
／
受
診
さ
れ
た
人
、
 

圏
」
一
種
混
合
 

12
 

日
困
町
民
会
館
 

（
生
後
 
12
 

ケ
月
」
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
／
 

ー
 48
 

ケ
月
×
 

ロ
乳
児
相
談
 

16 

日
囲
町
民
会
館
 

10 

時
、
 11
 

時
 

口
麻
し
ん
 

19 

日
困
町
立
病
院
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

圏
ポ
リ
オ
 

20 

日
岡
町
民
会
館
 

（牛 

（生舞じ 

一
後
3

ケ
月
5
 

、
J
→
上
言
 
‘aA 

/
7

・
0

ケ
月
、
 

13
 

時
 30
 

分
、
 14
 

時
 30
 

分
 
ー
 18
 

ケ月） 

圏
健
康
相
談
 

ル
」
日
水
 
mJ
民
△
ム
界
？
 

、 
12
 

月4
日
に
ノ
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

待
 30 

分
／
受
診
さ
れ
た
人
、
 

、
 

ノ
 

ポ

チ

君

は

必

ず

つ

な

い

で

 

飼
っ
 
て
下
さ
い
 

役
場
衛
生
係
、
 

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
よ
っ
て
、
何
の
 

罪
の
な
い
ポ
チ
君
た
ち
が
隣
近
所
の
ト
 

ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
放
 

し
飼
い
は
や
め
て
規
則
正
し
い
散
歩
や
 

運
動
を
さ
せ
て
下
 

さ
い
。
 

（
飼
い
犬
 

条
例
に
違
反
し
た
 

場
合
、
罰
金
な
ど
 

の
処
分
が
あ
り
ま
 

す
）
フ
ン
の
始
末
も
 

飼
い
主
の
手
で
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

 ■
 

走
る
こ
と
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
 

田
川
郡
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

●
と
 

き
 

1
月
 19 

日
回
9
時
1
9
時
 

30 

分
ま
で
受
付
 

●
と
こ
ろ
 
赤
池
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
 

＊
小
雨
決
行
 

●
参
加
対
象
 

田
川
郡
内
の
小
学
5
年
 

生
か
ら
 60 

歳
ま
で
 

●
距
 

離
 

「3

厨」 

「5

屈」 

●
参
加
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
 

公
 28 

1
4
1
0
0
 
1
月
9

日
ま
で
 

、
 

田
川
準
看
護
婦
（
士
）
募
集
 

/
 一
、
募
集
人
員
 

50 

名
（
男
子
若
干
名
）
 

」
、
受
験
資
格
 

中
学
卒
業
（
見
込
）
以
上
 

（
生
年
月
日
昭
和
 32 

年
 

4
月
1

日
以
降
の
人
）
 

 ■
 

■
 

三
、
試
験
科
目
 

国
語
、
数
学
（
中
学
程
 

度
）
健
康
診
断
、
面
接
 

四
、
教
育
年
限
 

2
年
 

五
、
出
願
期
日
 

平
成
4
年
1
月
 13 

日
囲
 

よ
り
1
月
 24 

日
岡
ま
で
 

平
日
 

9
時
 30 

分
、
 17 

時
 

土
曜
日
9
時
 30 

分
ー
 15 

時
 

六
、
試
験
期
日
 
平
成
4
年
1
月
 26 

日
回
 

七
、
試
 
験
 
場
 
田
川
看
護
婦
高
等
専
修
学
校
 

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

田
川
市
大
字
伊
田
5
0
1
7
番
地
1
 

電
話
 
42 

1
3
2
6
7
 

、
 

と
も
え
 

／
上
野
焼
巴
会
の
作
陶
展
 

ー
食
を
た
の
し
む
器
 
ー
 

上
野
焼
協
同
組
合
の
巴
会
の
み
な
さ
 

ん
の
作
品
展
で
す
。
 

●
と
 

き
 
12 

月
 10 

日
因
、
 16 

日
囲
ま
で
 

●
と
こ
ろ
 
福
岡
玉
屋
デ
パ
ー
ト
7
階
 

ハuJ 
ハu
'v
 

‘

ー

 

［

ー

 

一 

田川地区休日救急医療センター 
田川市新町11番47号容4 5 

.
 

老人保健法の 

―部負担が変わります

70歳以上（ねたきりの人は65歳）の人の 

老人保健制度が変わります。 

平成4年1月1日より老人保健制度の一部負担などが 

下記のとおり改正されます。 

老人保健法改正の内容 

ー部負担金 現 行 平成3,4年度 平成5,昨度 平成7年度から 

入院（1日） 400P 600R 700円 消費者物価 
にスライド 

外来G月） 800P 900P 1,000円 消費者物価 
にスライド 

[s正月の準備は早目に

節水にご協力を．ク 

年末は、一年のうちで最も水の使用が多い時期です。 

年末の準備につきましては、早目に、能率的にすませ 

て節水にご協力下さい。 

役場水道課 

S 

麟難難 

 ■
 

早
い
も
の
で
も
う
 12 

月
。
こ
の
 

広
報
を
担
当
し
て
ち
ょ
う
ど
一
 

年
が
た
ち
ま
し
た
。
は
じ
め
て
 

発
行
し
た
と
き
、
何
が
な
ん
だ
 

か
わ
か
ら
ず
不
安
で
い
っ
ぱ
い
 

だ
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
読
ん
で
頂
け
る
 

よ
う
に
と
、
工
夫
は
し
て
る
つ
 

も
り
で
す
が
な
か
な
か
う
ま
く
 

な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
「
楽
し
み
に
ま
っ
 

て
る
よ
」
「
 24 

時
間
取
材
は
お
も
し
ろ
か
っ
 

た
よ
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は
う
れ
し
い
 

も
の
で
す
。
師
走
に
な
り
、
役
場
の
中
 

も
財
政
再
建
問
題
を
は
じ
め
、
忙
し
く
 

な
り
ま
し
た
。
私
も
、
公
私
と
も
に
忙
 

し
い
毎
日
で
す
。
仕
事
の
あ
と
、
暖
っ
 

た
暖
か
い
部
屋
で
鍋
を
つ
つ
き
な
が
ら
、
 

地
酒
を
一
杯
…
い
い
も
の
で
す
よ
。
 

さ
あ
帰
ろ
う
／
 


